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クラス討議 
今週２１日月曜日の６時間目は、『後期クラス討議』が行われました。中学校に入学して４回目と

なりましたが、今回は生徒会本部役員や各専門委員長が２年生に代替わりしたこともあり、今まで以

上に積極的に意見や要望が飛び交っていました。ぜひ、専門委員会や評議会で検討し、薬師中学校が

より良い学校になる新たな方針や活動を考えていってください。期待しています。 

 

保護者の方からの素敵なコメント♪ 
●エメラルド学年のみなさん、素晴らしい歌声に感激しました！！昨年も感動の気持ちで帰宅しました

が、今年は更に深く、更により良い合唱を作り上げるという意気込みを強く感じました。不思議です、

一人一人の声はみな違うのに、合唱になると、一つになって聴こえます。きっと歌詞の意味を考えるこ

とや、仲間との協力、さまざまな過程を経たからこそ、このような魔法の出来事が起こるのかなと思い

ます。最近、このような歌詞の歌に出会いました、「もしも歌がなかったら、誕生日のケーキは味気な

かっただろう、もしも歌がなかったら卒業式は誰も泣かなかっただろう、もしも歌がなかったらひとり

ぼっちはたえられなかっただろう」（宮本益光作詞）学年のみなさんと、歌の持つ力が掛け合わさり、私達

に大きな感動を下さいました。ありがとうございます！来年も楽しみにしています♫ 

●Emerald 音楽祭号外2年3組の『生徒の思い』9人中 8人が体育祭のネタなんて、よっぽど悔しか

ったんでしょうね。今回は切磋琢磨できたのでしょうか！？また、来年頑張ってもらいたいですね。合

唱といえば、私の中学時代の卒業式での話。うちの学年は本町田中学全盛期で（前は坂の上にあったけ

ど、桜美林になってしまった…）卒業生だけで当時４５０人ほどいました。卒業式に体育館で大地讃頌

と河口という 2曲を全校生徒で歌ったんですが、もうそれは鳥肌が立つくらい圧巻なものでした。かな

りの年月経つのにいまだに忘れられない……という話でした。 

●どのクラスも、去年よりきれいな声が出ていて、特に男子がずいぶん声が出るようになっていて、成

長を感じました。うちの子も、吹奏楽部と先生のパフォーマンスがすごく楽しかったらしく、珍しく自

分から嬉しそうに話してくれました。来年もぜひ先生のパフォーマンス、お願いいたします！！ 
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町田市連合陸上大会 
 今週２２日火曜日に、『町田市連合体育大会』が町田 GIONスタジアム

で開催されました。２年生からは４名の生徒が参加し、少人数ながらも自

分たちのベストを尽くしました。見事入賞を果たした生徒もいます。 

１・２年男１５００m （４：４５） 第７位 Ａさん 
～２学年出場選手の記録～ 

１５００ｍ （４：５２） Ｂさん １００ｍ （１３．５） Ｃさん 

１００ｍ （１５．４６） Ｄさん 

作文紹介 

『音楽祭を振り返って』  生徒Ａ   

 私は、今回の音楽祭で初めて実行委員になりました。結

果は残念でしたが、終わったときの達成感は忘れられない

ものになりました。 

まず、今回の音楽祭で学年を見ていて、印象に残ったこ

と出来事があります。それはリハーサルや本番を終えたあとに「あのクラス声量すごいね。」「◯

組めっちゃ上手くなっている」など、各クラスの良いところを話している声がよく聞こえたことで

す。それぞれのクラスの良いところを見つけ、その感動を自分たちのバネにすることができていま

した。それは、緑学年の良いところが見えた瞬間でした。 

また、私は初めて実行委員という立場になり、クラスを引っ張ることに最初は苦戦していまし

た。特に“声量がない”という課題をクラスのみんなにどう話すべきか悩んでいました。そこで、

上手く言えない私の代わりに指揮者や伴奏者たちが「声が全然足りないよ。」とはっきりとみんな

に伝えてくれました。そこで私は、「実行委員が助けられていてはいけない！」と引っ張る立場の

責任を改めて実感し、勇気を出すことができました。 

 合唱は練習を重ねるごとに良くなっていきました。しかし、まだまだ声量も音程も思うようにま

とまらず、声をかけてもなかなか伸びないことに悩みました。そんなとき１回目の学年リハーサル

があり、1・3組のきれいなハーモニーや迫力が増してきた合唱を聴きました。私は「他のクラスの

実行委員は、こんなレベルまで持っていけているのに……。」と他クラスと自分を比べ、焦りを感

じました。 

 しかし、2組の合唱が急激に成長したきっかけは、その１回目のリハーサルでした。前日やリハ

ーサル時より圧倒的に声量が大きくなり、姿勢も良くなりました。みんなも私と同じように「自分

たちの合唱をもっと良くしたい！」と思っていてくれたことに、元気づけられました。そして、指

揮者や伴奏者、実行委員で大絶賛したことを思い出します。そのときのみんなは笑顔でとても楽し

そうでした。私は、その様子を見て「みんなの努力を無駄にしたくない！」と自身を鼓舞させるこ

とができました。 

 このように 2組は音楽祭全体を通して、いくつもの壁をみんなで乗り越えることができました。

また、音楽祭実行委員という貴重な経験を振り返ると自分自身の成長に大きく繋がったと感じてい

ます。私たちの最後となる来年の音楽祭も達成感のある素敵なものにしたいです。 


